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本
特
集
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
歴
史
遺
産
を
取
り
巻
く
多
様
な
取
り
組
み
」
で
あ
る
。

　
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
二
〇
〇
二

年
の
設
立
以
来
、
地
域
の
歴
史
文
化
の
保
全
・
活
用
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
地
域
に
は

古
文
書
を
は
じ
め
、
民
具
、
建
造
物
、
遺
跡
、
民
俗
行
事
な
ど
の
各
種
文
化
財
や
、
人
々
の
記
憶
な
ど
、
地
域

の
歴
史
文
化
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
の
膨
大
な
史
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
保
全
・
活
用
す
る
た

め
の
手
法
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
い
ず
れ
の
事
例
に
せ
よ
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
の
中
で
重
視
し

て
き
た
の
は
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
で
あ
っ
た
。
地
域
に
残
る
歴
史
文
化
を
守
り
、
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
地
域
に
住
ま
う
人
々
だ
け
で
な
く
、
歴
史
に
携
わ
る
専
門
家
だ
け
で
も
な
い
、
地
域
内
外
を
問
わ
な
い
多

様
な
人
々
と
の
関
わ
り
が
重
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
関
わ
り
を
通
し
て
「
地
域
歴
史
遺
産
」
が
生
ま
れ
て
く
る
。

こ
の
考
え
方
を
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
様
々
な
場
面
で
繰
り
返
し
伝
え
て
き
た
。

地
域
歴
史
遺
産
を
取
り
巻
く
多
様
な
取
り
組
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そ
う
し
た
中
、
二
〇
一
八
年
度
に
成
立
、
翌
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
文
化
財
保
護
法
で
は
、

「
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
文
化
財
の
滅
失
や
散
逸
等
の
防
止
が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
未
指

定
を
含
め
た
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
つ
つ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
、
そ
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
。
こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
計
画
的
な
保
存
・
活
用
の
促
進
や
、
地
方
文
化
財
保

護
行
政
の
推
進
力
の
強
化
を
図
る
。」
た
め
、
①
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
・
活
用
、
②
個
々

の
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
活
用
制
度
の
見
直
し
、
③
地
方
に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
に
係
る

制
度
の
見
直
し
、
④
罰
則
の
見
直
し
、
に
つ
い
て
改
正
が
行
わ
れ
た（

１
）。

　
特
に
①
に
つ
い
て
は
、「
都
道
府
県
が
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
策
定
で

き
る
」、「
市
町
村
は
、
都
道
府
県
の
大
綱
を
勘
案
し
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
（
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
）
を
作
成
し
、
国
の
認
定
を
申
請
で
き
る
。」
と
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
兵
庫
県

で
は
二
〇
一
九
年
度
に
「
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
」（
以
下
、
大
綱
）
を
作
成
。
ま
た
「
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
」（
以
下
、
地
域
計
画
）
に
つ
い
て
も
、
二
〇
二
〇
年
二
月
の
神
河
町
、
同
年
十
二
月
の
加
西
市
・
香

美
町
を
皮
切
り
に
、
二
〇
二
三
年
十
二
月
ま
で
に
計
十
一
の
市
町
の
地
域
計
画
が
文
化
庁
の
認
定
を
受
け
て
お

り
、
現
在
も
県
内
の
複
数
の
市
町
で
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、「
市
町
村
、
都
道
府
県
、
文
化
財
の
所
有
者
、
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団

体
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
、
商
工
会
、
観
光
関
係
団
体
な
ど
の
必
要
な
者
で
構
成
」
さ
れ
る
協
議
会
の
組
織
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
関
連
し
て
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
従
来
教
育
委
員
会
が
担
っ
て
い
た
文
化
財
行
政
の
一
部
を
、
条
件
付
き

で
首
長
部
局
が
担
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
改
正
の
背
景
に
は
、
国
に
よ
る
観
光
立
国
推
進

政
策
が
あ
る
。
か
ね
て
よ
り
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
「
活
用
」
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
加
速
化
し
て
お
り
、

そ
の
影
響
が
文
化
財
「
保
護
」
の
法
律
に
ま
で
及
ん
で
き
た
と
も
い
え
る
。
従
来
、
文
化
財
の
保
全
・
活
用
に

関
す
る
諸
業
務
は
、
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
の
文
化
財
担
当
者
が
主
体
と
な
っ
て
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ

背景写真　『地域総がかりでつくる文化財保存活用地域計画―歴史文化で魅力ある地域へ―』
（文化庁発行パンフレット）（次頁も）
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う
し
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
は
よ
り
多
様
な
所
属
、
職
種
の
人
々
が
、
文
化
財
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
地
域
の
歴
史
文
化
の
保
全
と
活
用
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
、
地
域
の
歴
史
文
化
に

関
わ
る
人
々
、
ま
た
関
わ
り
方
は
、
よ
り
多
様
性
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
内
外
を
問
わ
ず
、
多
様
な
人
々
が
地
域
に
残
さ
れ
た
歴
史
文
化
に
関
わ
る

こ
と
は
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
様
々
な
立
場
か
ら
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
地
域
歴
史
遺
産
と
し
て
の

新
た
な
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
異
な
る
視
点
か
ら
新
し
い
活
用
の
取
り
組

み
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
そ
の
流
れ
が
あ
ま
り
に
急
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

観
光
振
興
と
し
て
の
「
活
用
」
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
一
抹
の
不
安
を
覚
え
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ

る
。
文
化
財
保
護
法
改
正
に
際
し
て
、
日
本
歴
史
学
会
ほ
か
歴
史
学
・
文
化
財
学
等
に
関
わ
る
諸
学
会
は
連
名

で
、「
儲
か
る
文
化
財
と
そ
う
で
な
い
文
化
財
と
い
う
価
値
序
列
を
創
出
し
か
ね
ず
、地
域
の
文
化・教
育
に
と
っ

て
特
に
重
要
な
文
化
財
で
あ
っ
て
も
、
短
期
的
か
つ
金
銭
的
な
利
益
を
生
ま
な
け
れ
ば
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
恐

れ（
２
）」

が
あ
る
と
声
明
を
発
表
し
、
活
用
推
進
を
盛
り
込
ん
だ
法
改
正
に
対
し
て
、
慎
重
な
議
論
を
求
め
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
何
十
年
、
何
百
年
先
に
残
す
こ
と
を
考
え
調
査
や
修
復
に
膨
大
な
時
間
を
要
す
る
「
保
存
」
側
と
、

現
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
て
客
を
呼
び
込
み
た
い
観
光
「
活
用
」
側
と
で
は
、「
活
用
」
認
識
に
ズ
レ
が
生
じ

る
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
じ
た
ズ
レ
に
よ
っ
て
数
多
の
文
化
財
が
破
損
等
の
被
害
を
被
っ
た
事
例
も

確
か
に
存
在
す
る
。

　
二
〇
一
九
年
末
か
ら
世
界
に
蔓
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
こ
こ
数
年
間
は
様
々
な
活

動
や
移
動
が
制
限
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
文
化
財
保
護
法
の
改
正
直
後
は
、
文
化
財
の
利
活
用
に
関
す
る

動
き
は
さ
ほ
ど
活
発
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
感
染
が
収
束
に
向
か
い
、
国
内
外
の
人
々
の
移
動
や

活
動
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、今
後
、文
化
財
の
「
活
用
」
に
関
す
る
動
き
、そ
し
て
多
様
な
人
々

と
の
関
わ
り
が
、
い
っ
そ
う
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
重
要
な
の
は
、

単
に
多
様
な
人
々
が
関
わ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
関
わ
り
あ
い
の
中
で
、
互
い
の
歩
調
を
合
わ
せ
、「
地
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域
総
が
か
り
で
そ
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
た
め
の
、
実
の
あ
る
丁
寧
な
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
二
〇
二
四
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
二
十
二
回
歴
史
文
化
を
め
ぐ
る
地
域
連
携
協
議
会
で
は
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
議
論
す
べ
く
、
地
域
計
画
を
作
成
し
た
兵
庫
県
福
崎
町
・
小
野
市
・
加
西
市
の
担
当
職
員
よ
り
報
告

を
い
た
だ
い
た
。
本
特
集
は
、
同
協
議
会
で
の
報
告
・
総
合
討
論
を
も
と
に
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ひ
と
つ
め
は
、
神
崎
郡
福
崎
町
の
事
例
で
あ
る
。
同
町
で
は
、
二
〇
一
九
年
に
町
が
保
有
す
る
兵
庫
県
指
定

文
化
財
の
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
一
部
が
指
定
管
理
と
な
り
、
ホ
テ
ル
に
改
装
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

役
場
内
の
各
課
や
指
定
管
理
会
社
な
ど
と
調
整
を
重
ね
な
が
ら
、
町
内
の
観
光
振
興
が
進
む
中
で
地
域
の
歴
史

文
化
の
保
全
・
活
用
を
目
指
し
て
地
域
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
っ
た
過
程
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
ふ
た
つ
め
は
、
小
野
市
の
事
例
で
あ
る
。
同
市
で
は
、
地
域
計
画
の
作
成
に
際
し
て
、
地
域
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
村
堂
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
地
域
の
歴
史
文
化
を
つ
な
ぐ
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

そ
の
活
動
事
例
は
以
前
本
誌
で
も
紹
介
い
た
だ
い
た（

３
）。

本
特
集
で
は
、
小
野
市
の
現
状
と
課
題
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

同
市
の
地
域
計
画
作
成
の
過
程
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
山
本
論
考
に
は
、
こ
こ
で
書
き
き
れ
な
か
っ
た

改
正
文
化
財
保
護
法
や
地
域
計
画
に
つ
い
て
も
詳
説
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
み
っ
つ
め
は
、
加
西
市
の
事
例
で
あ
る
。
同
市
は
地
域
計
画
の
前
に
す
で
に
歴
史
文
化
構
想
が
作
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
兵
庫
県
内
で
は
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
地
域
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
古
代

の
風
土
記
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
争
遺
産
で
あ
る
鶉
野
飛
行
場
跡
ま
で
、
幅
広
い
歴
史
文
化
を
持
つ
加
西

市
に
お
い
て
、
歴
史
文
化
に
興
味
が
な
い
、
あ
る
い
は
縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
巻
き

込
ん
で
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
豊
富
な
事
例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
そ
し
て
今
回
の
特
集
で
は
、
諸
自
治
体
の
地
域
計
画
の
作
成
に
関
与
し
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
方

に
も
寄
稿
を
お
願
い
し
た
。
地
域
計
画
の
作
成
に
限
ら
ず
、
地
方
自
治
体
の
各
種
事
業
に
お
け
る
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
毎
の
特
色
が
失
わ
れ
画
一
化
し
て
し
ま
う
等
の
批
判
も
あ
る
も
の
の
、
こ
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れ
も
多
様
な
関
わ
り
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
特
集
で
は
、
地
域
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
課
題
に
つ
い
て
紹
介
い
た

だ
い
た
。

　
地
域
計
画
の
作
成
・
実
行
は
ま
だ
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
地
域
の
歴
史
文
化
や
そ
れ
を
取

り
巻
く
人
々
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
は
、
今
後
、
長
期
的
な
視
点
で
推
移
を
見
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
特
集
が
、
そ
れ
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
１
） 「
文
化
財
保
護
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
」（
文
化
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/pdf/r1402097_01.pdf

）

（
２
） 

日
本
歴
史
学
協
会
他
「
文
化
財
保
護
法
の
改
定
に
対
し
、
よ
り
慎
重
な
議
論
を
求
め
る
声
明
」http://www.

nichirekikyo.com
/statem

ent/statem
ent20171006.pdf

（
３
） 

山
本
原
也
「"
三
方
よ
し"

の
文
化
財
調
査
の
試
み : 

小
野
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
作
成
を
通
し
て
」（
神
戸
大
学

大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
年
報
『LIN

K

【
地
域
・
大
学
・
文
化
】、Vol.14

、
二
〇
二
二
年
』

（
文
責　

井
上
舞
）




